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■建築への道
　南アルプスから流れる静岡県の大井川河口の町が
構造家・吉永光郎さんの故郷。東海道線の南側で団
塊の世代に生まれ，1964年に開催された東京五輪
のときは青春真っ只中。目の当たりにした建物が建
築の興味へと向かわせたと振り返る。大学から大学
院まで明治大学に学んだのは，学生運動が激しいこ
ろ。「建築とは何か？」と論じる学生を尻目に，杉
山英男先生が書かれるものが好きになって迷わず構
造へと進んだという。先生が同じ静岡県出身という
ことで親しみもあり3年生からゼミに参加し，修士
では，勿論杉山先生の元で木造の継手の研究に勤し
んだ吉永さんだった。木質系の研究者として業績を
成した杉山英男先生には，本誌「近代建築史の陰に」
の連載がある（2000年1月から59回）。
■青木繁先生の元で
　当時メディアに登場する建築家は，大江宏，槇
文彦，大高正人，大谷幸夫が主で，その構造は木
村俊彦先生と青木繁先生がほぼ担っていたという。
進路は悩ましかったが，杉山先生が穏やかな方だ
から法政大学の青木先生がよいだろうと，名刺の
裏に推薦文を書いてくれたのだった。面接に伺っ
てから数か月，何の音沙汰もないので心配になっ

た。杉山先生が直接連絡してごらんという。電話
をすると「来てください」で採用。所員12人くら
いのアトリエ構造事務所の青木繁研究室はいって
みれば師弟関係を結ぶところ。吉永さんは16年間
在籍して，一生の師を得たのだった。
　二人の大建築家が大きな影響を与えてくれた。一
人は広島市営基町高層アパート・福島県立美術館を
設計した大高正人先生で，構造主義といわれるだけ
あって構造体を現す設計手法。構造設計する者には
たまらない魅力の建築をつくった。かたや国立能楽
堂・角館町伝承館を設計した大江宏先生は鉄筋コン
クリート造を木造伝統建築に見せる意匠。隠された
構造設計の難しさがある。対比する巨匠の建築に直
接関与できたのは大きな宝と語る吉永さんなのです。
■裁判が教えてくれる
　沖縄コンベンションセンター（大谷幸夫・設計）は
5年がかりの監理だった。引き渡しを待って青木繁研
究室を辞し，独立後は内井昭蔵先生が設計するさま
ざまな建物，杉山英男東京大学名誉教授監修の伊東
市・東海館耐震改修や大江先生のご子息が主宰した
大江建築アトリエ設計の横浜市・三溪園日本館保存
など，吉永さんでなければできない案件に取り組ん
で来た。
　今，動いている中では，沖縄県・那覇での「古琉
球」関連事業がある。沖縄出身で在住の建築家・伊
良波朝義さん（義空間工房）が設計者で，内井昭蔵
建築設計事務所にいたころからの長い付き合いだ。
吉永さんが沖縄で信頼を受けるのは，コンベンショ
ンセンターでの実績があるからなのです。
　裁判所の調停委員を25年ほど務めてきた。今は
専門委員となって司法のアドバイザー的な業務につ
いている。職業能力開発総合大学校の講師時代に鈴
木秀三教授が誘ってくれたのがはじまりである。第
三者が失敗した建築を見るのは，自分が倫理観を失
わないでいられるという。吉永さんは趣味をもたな
い。建築に四六時中浸かる仕事の真の構造家なのだ。
　若いスタッフの教育にも一家言ある。入所したら
まず手計算で解析をさせる。弁護士が資格を取った
ら「いそ弁」として基本を勉強するのと同じに，「い
そ建」の期間を建築士にも課してはどうかと吉永光
郎さんは笑うのです。
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